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「アーベントラント」とは何か 

20 世紀におけるキリスト教系の政治勢力と 

ヨーロッパ統合との関係を 

「アーベントラント」運動を軸にして描き出す！ 

【著者】板橋拓己（いたばし・たくみ） 

成蹊大学法学部教授。 

1978 年栃木県生まれ。2001 年北海道大学法学部卒業、08 年北海道大学大学院法学研究科博士後期課程修了。博士

（法学）。専攻は国際政治史、ヨーロッパ政治史。 

主な著書に『中欧の模索――ドイツ・ナショナリズムの一系譜』（創文社、2010年）、『アデナウアー――現代ドイツを創った

政治家』（中公新書、2014 年）、『複数のヨーロッパ――欧州統合史のフロンティア』（共編著、北海道大学出版会、2011

年）、『ヨーロッパ統合史』〔増補版〕（共著、名古屋大学出版会、2014 年）、『現代ドイツ政治』（共著、ミネルヴァ書房、2014

年）、訳書に、アンネッテ・ヴァインケ著『ニュルンベルク裁判――ナチ・ドイツはどのように裁かれたのか』（中公新書、

2015 年）など。 
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